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Ⅰ. 問題意識
中国では, ｢小康社会｣ (ある程度ゆとりのある社会)










この 15 年以上の生態移民政策を振り返ると, 確か
に生態移民政策の初期 (2000 年前) 段階では多くの
住民が都市部で安定した収入を得, 一定の成果を収め






















The Study of Social Well-Being and Development





原住地は牧畜地の過少利用による過疎化が進み, 砂漠化などの環境問題に直面している. 本稿は, 現在西部地
区のうち世界的に注目されている青海省チベット地区の生態移民政策に焦点を当てたものである. 本稿の目的
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では, 生態移民の政策史を ｢環境保護｣ と ｢脱貧困｣




















題 (飯國 2012；林, 金澤 2014) や, 地域資源を社会
的共通資本 (宇沢弘文) として (山林原野や漁業など
の) ローカル・コモンズと (大気や海洋など) グロー
バル・コモンズとそれに対する当事者の共同管理と各








生態移民政策は 1982 年以来制度化し, 最初は貧困
率が最も高い省の中の一つとみなさせる寧夏回族自治
区で実施された. 当時は貧困救済を最初の目的とした.
｢西部大開発｣ の実施に伴い, 2000 年に入ると生態保
全に焦点が当てられるようになり, 内モンゴルでは,
2009 年までに 107,584 人の遊牧民が移民対象となり,
それは遊牧民 4 人に 1 人が移転することを意味した
(北川 2005；呉金虎 2013). 一方, 青海省チベット地
区では, 2003 年の退牧換草条例をきっかけに制度化
され, その対象地域を青海省チベット高原の 16 県
(市) 1 卿 (区) とされた. 2004 年 7 月から 2011 年 8
月にかけて合わせて 10,140 世帯 55,773 人が移住を完
了し, プロジェクト第一期の目標を達成した (洲塔ほ
か 2009；韋 2013). さらに, 2013 年 10 月 21 日に行
われた ｢三江源自然保護区の生態保護と建設の総体計




と ｢十年禁牧期移民｣ の 2つに分かれ, 水源地からの
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表 中国・西北地区における大規模な生態移民政策
移民プロジェクト 年数 人数および面積・投資金額 主な目的
寧夏西海固 1980-現在 66 万人・105 億 貧困救済
三峡
生態移民














総額 75 億 三大 (黄河・長江・瀾滄江) 水源地を守る為
(データ：①中国経済網, 経済日報 ｢寧夏着実推進西海固定地区生態移民工程｣ (2011.2.26) http://paper.ce.cn/jjrb/html/20
11-02/26/content_141048.htm；②新華網 重慶日報 (2006.10.1) ｢三峡工程移民総数 140 万人｣；③シンジルド (2005) 論文
｢中国西部辺境と生態移民｣ Pp 1-28；④三江源自然保護区生態保護と建設計画 2005-2012；2013-2024 をもとに筆者作成)
距離に応じて重点保護が必要な ｢全村移住区域｣ と,
一部住民の移住によって放牧地の家畜を減少する ｢部
分移住区域｣ の 2 つに区分されている (別所 2014).
｢移民新村｣ は彼らの新たな集住地域となり, 大規模
移住を行う中, 従来とは異なる (移民新村での) 地域
生活を行う際, 様々な面で (食習慣, 文化, 生活様式,
生業形態などの) ｢変化｣ に対する適応性が困難にな
り, 生態移民の ｢社会的排除｣ リスクが高まっている.
. 生態移民政策の定義
1 ) 制度政策面における定義
表 2 で示したように, 生態移民政策は 1980 年代か
ら登場したとはいえ, 公文で正式的に提起されたのは
2001 年 6 月に公布された ｢｢中国農村における貧困者
援助開発に関する綱要 (2001－2005)｣ (中国語：｢中
国農村扶貧開発綱要 2001-2010｣ (以下 ｢綱要｣ [2001.








(1899 年) にて初めて作られた言葉である. 彼は群落
移住 (biological community migration) の概念を







Cowles の定義を引用している (韋仁忠 2016；一迪







る場合が多くなり, 長尾 (2005) が指摘するように,
生態移民の持つ意味を考え, 学問的に検討するときに
は, 問題とする ｢生態移民｣ とは何かをその地域に沿っ
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一つである｣ と定義した. この中で, ホウ包チ智メイ





また, 補足として非自発的移民 (Involuntary Re-
















様式の変容に焦点を当てて, 環境学, 文化人類学, 社
会保障等の領域から生態移民の牧畜民として持つ伝統
文化の重要性について論じている (小長谷 (2005)；









この中で, シンジルド (2005) は ｢生態移民｣ を
｢生態を保護する為に行われる移住行為やその行為の
結果として生まれた人々のことを指す｣ と定義してお






























の形態であるため, 定義上は ｢遊牧民｣ と呼ぶ. 一方,
高原地区にあるチベットでは, 開放式な放牧とは違っ
て, 牧草地を主に夏と冬の畜舎に分けて, ある程度定
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表 生態移民の三段階
時期区分 開始期 (～2000 年) 発展期 (2000 年～2010 年) 統合期 (2010 年～)




































次に, 生態移民の政策史を ｢環境保護｣ と ｢脱貧困｣
の 2つの視点から検討すると, 生態移民の目的および
制度政策を根拠に 3段階の時期に区切ることができる.
最初の開始期は 2000 年までとし, 貧困対策が主な目







富論｣ から ｢西部地区｣ を貧困地帯, 若しくは経済
の後進地域として考えることができる. 一方, ｢異質｣
な西部辺境 (小長谷ら 2005) という考え方もあって,




一方, 貧困対策からみると, 1980 年代から ｢扶貧





とができる. 上記の背景から, 1982 年に寧夏回族自
治区の南部地域は ｢特困地区 (特別貧困地区)｣ と国
家に指定され, その住民らは国家指導のもとで, 外部
へ移住させられるようになった. これが中国における
｢生態移民｣ 実践の始まりであった. 翌年の 1983 年に
｢三西地区｣ (甘粛省の定西地域, 河西地域および寧夏
の西海固地域) の移住プロジェクトが ｢開発式貧困対





り ｢貧困解決｣ を主な目的とした. つまり, 環境政策
がそれほど影響しなかったと考える. 一方, 2000 年
に入ると各種環境保護政策の規定に伴い, ｢生態保全｣
により焦点を当てるようになった. 例えば, 2002 年
の ｢退耕換林条例｣ (国務院令第 367 号) の第九条で
は, ｢国家は退耕換林の過程において, 生態移民を行
うことを奨励し, 生態移民を行った農家には生活生産
の面において補助を与える｣ とする等, 初めて ｢生態
移民｣ に直接言及した. その経験を活かし 2003 年に
｢退牧還草条例｣ ができた.
一方, 貧困対策として, ｢中国農村扶貧開発綱要
2001-2010｣ (綱要) [2001.06.13 国発 [2001] 23 号]
第四条では, ｢残りの貧困人口の温飽問題を直ちに解
決し, 貧困村のインフラ建設や生態環境の改善, また
は, 貧困地区の経済, 社会, 文化的に遅れている状態
を改善し, 小康社会 (小さなゆとり社会) に向かう｣
















脱貧攻堅戦的决定) では, 農民純収入 2300 元を扶貧
基準とし, 2009 年の 1196 元より倍以上の水準に上げ
たとする. また, その対象人口は 1.28 億人とされる.
さらに, 習近平政権になってから進められた ｢精准扶
貧｣ (扶助対象, 貧困原因を特定の上, ケースバイケー
スの扶助具体策を策定・実施) という貧困対策は西部
地区を重点保護対象とした.
一方, 環境保護策として, 2011 年国務院の ｢関与
牧区又好又快発展若干意見｣ ではまず, ｢我が国の牧
畜区は主に 13 省 (区) の 268 (牧畜区・半牧畜区)




次いで第九条の ｢2011 年から 8 省において草原生態
保護の扶助奨励を行う｣ こと, 第十一条の ｢牧畜業を
従来の広範囲型から質的効率的へと転向｣ では牧畜業
の発展が今後の大きな課題であることが示されている.
2018 年の ｢三江源国家公園総体計画｣ では, 2025 年
までに三大水源地の 53 村を対象に国家公園を建設し,






本調査では, 2003 年から ｢三江源生態移民プロジェ
クト｣ を実施した青海省チベット地区の 4州 1市にお
ける 18 ヶ所の移民村の住民を対象に訪問面接式調査



















｢全く感じない｣ 1 点, ｢感じない｣ 2 点, ｢どちらでも
ない｣ 3 点, ｢やや感じる｣ 4 点, ｢大いに感じる｣ 5




生態移民の基本属性は表 3 に示した. 平均年齢は
47.42 (標準偏差：±14.825) 歳であり, うち壮年層
が最も多く 47.8％を占めた. 性別では, 男性が 73.4
％で最も多かった. 民族は, チベット族 99.6％, 漢





とない｣ 人で最も多かった, 次いで ｢小学校卒業や中
退｣ が 13.4％であった. ｢専門学校卒｣ 以上の学歴を
持っている人がわずか 4.6％であった. ｢家族構成｣
のうち, 夫婦と子供からなる世帯が 44.9％最も多かっ
た. そして, 子供の平均人数が 1.6 人, 平均年収が
35208 人民元であった.
移住前後の家畜頭数の変動を見ると, 移住前の合計
が 49890 頭数だったが, 現在は合計 7421 頭に減少し,
中でも羊の数が大幅に減少している (図 1). そして
原住地の利用状況について, 半年/1 回～が最も多く
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表 対象者の基本属性
項目 カテゴリ N (％)
年齢 青年層 154 (30.8)
n＝500 状年層 239 (47.8)
高齢層 107 (21.4)
性別 男性 367 (73.4)
n＝500 女性 133 (26.6)
民族 チベット族 498 (99.6)
n＝500 漢民族 2 (.4)
学歴 無学歴 373 (74.6)
n＝500 小学校―高校卒 102 (20.4)
専門学校卒 以上 25 (5.0)
家族構成 単独・夫婦世帯 66 (13.8)








n (％) 平均値 (SD)
原住地で暮らす 68 (18.8) 3.10








く, 全体の 5割近くを占めた (表 5).
2 ) 生態移民の移民村生活への意識について
｢生活意識｣ を測定する尺度については表 6 に示し
た. 全体として ｢どちらでもない｣ の方が最も多く,
｢充足している｣ と感じる項目はほぼなかった. 一方,
｢不充足｣ が多かった項目は, ｢防災・安全｣ の建物の
質 (1 項目) と地域の防災・防犯体制 (2 項目)；就労
状況｣ の就労環境 (1 項目), 就労支援体制 (2 項目),
創業環境 (3 項目)；｢移民村での居住環境｣ の ｢暮ら
しやすさ｣ (1 項目), ｢地域公共施設のバリアフリー


























育を提供できるため, 多くの親は ｢生態移民｣ という





も実感できるのは, 牧畜民の食習慣, 言語文化, それ
に次いだアイデンティティ, 生産方式など様々な面で
の⑤生活様式の変化である. ⑥所得と支出の不平等か
ら生じる更なる貧困問題. 双喜・他 (2005) は ｢移民









牧畜民が草原と離れ, 町に集住することで環境保護と生活質の向上が同時に達成できる. 78 (21.1)
牧畜民が草原と離れ, 町に集住することで環境保護と生活質の同時に低下する. 68 (18.4)












(蘇微, 任善英 2013；喬軍 2006). しかしながら, 筆
者が強調したいのは, そもそも青海省チベット地域全
体の経済状況が遅れており, 就労できる資源が少なく,


















て, 韓霖 (2010) は移民村の敷地内に畜舎を併設する
ことで家畜との関係を部分的に温存する重要性を論じ
























システムが自然生態系 (野口 2018) から切り離され























































































































































































































































































































































































































































 コモンズとは, 一般的に ｢共有地｣ という言葉が使わ
れているが, ここでは井上 (2004) の定義 ｢自然資源の
共同管理制度, および共同管理の対象である資源そのも
の｣ を参照する. 井上真 2004 『コモンズの思想を求め
































により, 生態脆弱地区の人口, 資源, 環境と経済の社会
的調和を図る政策である｣ と定義している.
 ｢先富論｣ とは ｢先に豊かになれる者たちを富ませ,
落伍した者たちを助けること, 富裕層が貧困層を援助す
ること｣.












｢農民最低純収入 2300 元を 2011 年度から新たな国家扶
貧基準とし, この基準を 2009 年の 1196 元より 92％高
まった. また対応する扶貧対象を 2010 年までの 2688 万
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